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日本とアジアの伝統音楽・芸能は，グローバル

社会における共生や自国の文化の再発見，地域ア

イデンティティの共有や新たな創出が求められる

今日において，そのコンテクストの面から文化資

源としての価値が認められつつあります。また多

様な価値を認めあいながらコミュニケーションを

促すこれらの音楽・芸能それ自体の持つ特質が，

昨今の文化芸術に社会包摂の機能が求められる動

きの中で見直され，重視され始めています。

一方で，アートマネジメント従事者からは「日

本の音楽・芸能，アジアの音楽・芸能をどう扱っ

たらいいのか ?」「ほかの分野とどう違うのか ?」

という疑問から，関心がありながらもなかなか踏

み込めないという声が聞かれます。また伝統音

楽・芸能の実演者からは「アートマネジメントの

考え方を自分たちの活動に取り入れられるの

か ?」と疑問視する声も聞かれます。これらは日

本とアジアの伝統音楽・芸能が，楽器音響，実演

形態の面でも西洋の音楽・芸能とは大きく異なる

こと，その一方で，アートマネジメントの分野で

はこれまでほとんど検討の対象とされてこなかっ

たことに起因すると考えられます。

以上より，日本とアジアの伝統的な音楽・芸能

の基礎的な知識を習得したうえで，総合的に公演

等を企画・運営できるアートマネジメント人材の

育成は急務であると考え，東京音楽大学では「日

本とアジアの伝統音楽・芸能のためのアートマネ

ジメント人材育成～『伝統×伝統』，『伝統×現

代』，『伝統×地域』のクロスオーバーによる新た

な価値の創出を目指して～」（2019年度～2021年

度文化庁「大学における文化芸術推進事業」採択

事業）を実施しました。事業の受講者は，文化行

政や文化施設関係者から，伝統音楽・伝統芸能団

体，教育機関，実演家，ベテランのアートマネジ

メント従事者，学生まで多岐にわたり，事業をと

おして，伝統音楽・芸能に対する関心の高さと

ジャンルの幅広さ，そして全国的にこの分野の

アートマネジメント人材育成が求められているこ

とが明らかになりました。

本書は三ヵ年の事業の集大成に位置付け，想定

している読者は上記の受講者に見られる幅広い層

です。制作にあたっては，事業を展開する過程で

新たに浮上した課題や，講師・受講生の要望も参

考に構成と内容を検討し，以下の三部構成としま

した。なお，執筆にあたっては事業内の各講師に

よる講座や対談等を中心に，さらに本書の構成に

沿って新たなトピックの執筆を依頼しました。

■第 1部：伝統音楽・芸能のマネジメントの概要

　 伝統音楽・芸能を捉える視点，関連する政策・

法律・制度，支援機構等について体系的に示し

た。

■第 2部：多様な発信と場の広がり

　 伝統音楽・芸能の場の広がりとして，劇場・音

楽堂，地域，創作，ワークショップ，映像・動

画，海外等の視点から様々な事例を示した。

■ 第3部：コーディネーターの役割，ネットワー

クの構築

　 これからの伝統音楽・芸能のマネジメントに必

要なコーディネーターの役割や，地域や芸能等

でのネットワーク構築について，様々な立場か

ら展開をまとめた。

本ハンドブックを，伝統音楽・芸能のアートマ

ネジメントに少しでも役立てていただき，またあ

わせてこの分野のアートマネジメントの議論の

きっかけとなり，今後の発展につながると嬉しく

思います。

日本とアジアの伝統音楽・芸能のための

アートマネジメント人材育成事業

統括　福田裕美
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